
 

特号消石灰の単価契約仕様書【東清掃センター分】 

 

１ 仕様・規格 

日本工業規格（ＪＩＳ Ｒ ９００１）による以下の種類・等級の工業用石灰 

種 類 ------------ 消石灰 

等 級 ------------ 特号 

 

２ 使用目的 

ごみ焼却施設における排ガス処理設備に利用し、主に塩化水素ガス除去を目的とする。 

 

３ 納入場所 

施設名 ------------ 川越市東清掃センター 

住 所 ------------ 川越市芳野台２丁目８番地１８ 

電 話 ------------ ０４９－２２３－２６４５ 

ＦＡＸ ------------ ０４９－２２３－２６４２ 

消石灰貯留槽 ------ 有効容量＝２０㎥ 

受入口＝４Ｂ－極東式クイックカップリング 

 

４ 納入方法 

⑴ ジェットパック車により、８，０００～１０，０００㎏／回とする。 

⑵ 受入口に設置してある警報盤に注意し、その警報の指示に従うこと。 

⑶ 圧送は、０．０５Ｍ㎩にて実施すること。 

⑷ 消石灰投入終了時のバブリングは完全に行い、配管内部に消石灰を残さないように

すること｡ 

 

５ 納入予定期日 

令和８年４月１日 から 令和９年３月３１日 まで 

  ※原則として平日納入とするが、休日（土曜、日曜及び祝日）に依頼することもある。 

 

６ 予定数量について 

１３０，０００㎏／年 

※使用量の目安であり、納入量を保証するものではない。 

 

７ 精算について 

月毎の数量合計により精算することとし、当センター担当者に数量確認を行い請求す

る。 

 

８ 提出書類（納入毎に提出） 

⑴ 納入数量が確認できる書類 

⑵ 試験成績表もしくは成分表 

⑶ 商品安全データシート（ＳＤＳ）・・・初回時のみ 



 

 

９ その他事項 

⑴ 入札金額は、１㎏あたりの単価［円／㎏］とする。 

⑵ 納入依頼は、当センターから電話及びＦＡＸでの連絡とする。ＦＡＸで回答のこと。 

⑶ 納入作業は、原則、午前８時３０分までに終了すること。 

⑷ 維持管理上必要により、５，０００㎏／回程度の納入の場合もあるので、協力するこ

と。 

⑸ 納入時は、安全に作業が完了するよう当センター職員の指示に従うこと。 

⑹ 当市環境方針及び環境部の環境目的を理解し、協力すること。 

 



 

特号消石灰の単価契約仕様書【資源化センター分】 

 

１ 仕様・規格 

日本工業規格（ＪＩＳ Ｒ ９００１）による以下の種類・等級の工業用石灰 

種 類 ------------ 消石灰 

等 級 ------------ 特号 

 

２ 納入場所 

施設名 ------------ 川越市資源化センター 熱回収施設 

住 所 ------------ 川越市大字鯨井７８２番地３ 

電 話 ------------ ０４９－２３４－０５３０ 

ＦＡＸ ------------ ０４９－２３４－０５２９ 

消石灰貯留槽 ------ 容量＝１０㎥ 

受入口＝１００Ａ極東式クイックカップリング 

 

３ 納入方法 

⑴ ジェットパック車により、３，０００㎏／回とする。 

⑵ 受入口の天井高さに制限があるため、ジェットパック車は屋外に停止し、延長ホース

で接続すること。 

⑶ 消石灰投入終了時のバブリングは完全に行い、配管内部に消石灰を残さないように

すること。この場合、集じん機の保護上必ず９８ｋ㎩以下で実施すること。 

 

４ 予定納入期日 

令和８年４月１日 から 令和９年３月３１日 まで 

  ※原則として平日納入とするが、休日（土曜、日曜及び祝日）に依頼することもある。 

 

５ 予定数量について 

９，０００㎏／年 

※使用量の目安であり、納入量を保証するものではない。 

 

６ 精算について 

月毎の数量合計により精算することとし、当センター担当者に数量確認を行い請求す

る。 

 

７ 提出書類（納入毎に提出） 

⑴ 納入数量が確認できる書類 

⑵ 試験成績表もしくは成分表 

⑶ 商品安全データシート（ＳＤＳ）・・・初回時のみ 

 

 

 



 

 

８ その他事項 

⑴ 入札金額は、１㎏あたりの単価［円／㎏］とする。 

⑵ 納入依頼は、当センターから電話及びＦＡＸでの連絡とする。ＦＡＸで回答のこと。 

⑶ 維持管理上必要により、３，０００㎏／回以下の納入の場合もあるので、協力するこ

と。 

⑷ 納入時は安全に作業が完了するよう当センター職員の指示に従うこと。 

⑸ 当市環境方針及び環境部の環境目的を理解し、協力すること。 

 


